




 
（要旨）先天性無痛無汗症患者（児）の麻酔状況についてアンケート調査を行った。全身

麻酔では、鎮痛作用を持つ薬物の使用が必要であること、さらに周術期にわたる適度な鎮

静が要求されることなどが分かった。麻酔中によく使われる抗コリン薬、筋弛緩薬の使用

に特に制限はなく、また著名な自律神経機能異常の報告もみられず、これらの点では通常

の麻酔管理と同様な注意でよいこともあわせてわかった。 


